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特殊なクォータ

デフォルトクォータの機能

デフォルトクォータを使用して、特定のクォータタイプのすべてのインスタンスにクォ
ータを適用できます。たとえば、デフォルトユーザクォータは、指定した FlexVol また
は qtree について、システム上のすべてのユーザに適用されます。また、デフォルトク
ォータを使用すると、クォータを簡単に変更できます。

デフォルトクォータを使用すると、大量のクォータターゲットに自動的に制限を適用でき、ターゲットごとに
個別のクォータを作成する必要はありません。たとえば、ほとんどのユーザの使用ディスクスペースを 10GB

に制限する場合、ユーザごとにクォータを作成する代わりに、 10GB のディスクスペースのデフォルトユー
ザクォータを指定できます。特定のユーザに異なる制限を適用する場合は、それらのユーザに対して明示的ク
ォータを作成できます。（特定のターゲットまたはターゲットリストを指定した明示的クォータは、デフォル
トクォータを上書きします）。

また、デフォルトクォータを使用すると、クォータの変更を有効にする必要がある場合に、再初期化ではなく
サイズ変更を使用できます。たとえば、すでにデフォルトユーザクォータが設定されているボリュームに明示
的ユーザクォータを追加すると、サイズ変更によって新しいクォータをアクティブ化できます。

デフォルトクォータは、 3 種類のクォータターゲット（ユーザ、グループ、および qtree ）のすべてに適用で
きます。

デフォルトクォータには、必ずしも制限を指定する必要はありません。デフォルトクォータは追跡クォータに
もなります。

クォータは、コンテキストに応じて、空の文字列（ "" ）またはアスタリスク（ * ）であるターゲットによっ
て示されます。

• を使用してクォータを作成した場合 volume quota policy rule create コマンドを実行し、を設定

します -target 空の文字列（""）のパラメータを指定すると、デフォルトクォータが作成されます。

• を参照してください volume quota policy rule create コマンドを入力します -qtree パラメータ
は、クォータルールの適用先のqtreeの名前を指定します。このパラメータは、ツリータイプのルールには
適用されません。ボリュームレベルのユーザまたはグループのタイプルールの場合、このパラメータには
"" を指定する必要があります。

• をクリックします volume quota policy rule show コマンドを実行すると、デフォルトクォータの
ターゲットに空の文字列（""）が表示されます。

• をクリックします volume quota report コマンドを実行すると、デフォルトクォータのIDとクォータ
指定子にアスタリスク（*）が表示されます。

デフォルトユーザクォータの例

次のクォータルールでは、デフォルトユーザクォータを使用して、vol1の各ユーザに50MBの制限を適用して
います。
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cluster1::> volume quota policy rule create -vserver vs0 -volume vol1

-policy-name default -type user -target "" -qtree "" -disk-limit 50m

cluster1::> volume quota policy rule show -vserver vs0 -volume vol1

Vserver: vs0               Policy: default           Volume: vol1

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

user   ""        ""      off          50MB        -       -        -

-

システム上原因のユーザが、 vol1 内に占めるそのユーザのデータが 50MB を超えるようなコマンドを入力し
た場合（エディタからのファイルへの書き込みなど）、そのコマンドは失敗します。

明示的クォータの使用方法

明示的クォータは、特定のクォータターゲットに対してクォータを指定する場合、また
は特定のターゲットに対するデフォルトクォータを上書きする場合に使用できます。

明示的クォータは、特定のユーザ、グループ、または qtree の制限を指定します。同じターゲットに設定され
ているデフォルトクォータがある場合は、明示的クォータによって置き換えられます。

派生ユーザクォータを持つユーザに明示的ユーザクォータを追加する場合は、デフォルトユーザクォータと同
じユーザマッピング設定を使用する必要があります。そうしないと、クォータのサイズを変更したときに、明
示的ユーザクォータが新しいクォータとみなされて拒否されます。

明示的クォータが影響するのは、同じレベル（ボリュームまたは qtree ）のデフォルトクォータのみです。た
とえば、 qtree の明示的ユーザクォータが、その qtree を含むボリュームのデフォルトユーザクォータに影響
することはありません。ただし、 qtree の明示的ユーザクォータは、その qtree のデフォルトユーザクォータ
を上書きします（制限を置き換えます）。

明示的クォータの例

次のクォータルールは、vol1内のすべてのユーザのスペースを50MBに制限するデフォルトユーザクォータを
定義します。ただし、jsmithという1人のユーザには、明示的クォータ（太字）により80MBのスペースが許可
されています。

2



cluster1::> volume quota policy rule create -vserver vs0 -volume vol1

-policy-name default -type user -target "" -qtree "" -disk-limit 50m

cluster1::> volume quota policy rule create -vserver vs0 -volume vol1

-policy-name default -type user -target "jsmith" -qtree "" -disk-limit 80m

cluster1::> volume quota policy rule show -vserver vs0 -volume vol1

Vserver: vs0               Policy: default           Volume: vol1

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

user   ""        ""      off          50MB        -       -        -

-

user   jsmith    ""      off          80MB        -       -        -

-

次のクォータルールでは、4つのIDで表されるユーザを、vol1ボリューム内の550MBのディスクスペースと
10、000ファイルに制限しています。

cluster1::> volume quota policy rule create -vserver vs0 -volume vol1

-policy-name default -type user -target "

jsmith,corp\jsmith,engineering\john smith,S-1-5-32-544" -qtree "" -disk

-limit 550m -file-limit 10000

cluster1::> volume quota policy rule show -vserver vs0 -volume vol1

Vserver: vs0               Policy: default           Volume: vol1

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

user   "jsmith,corp\jsmith,engineering\john smith,S-1-5-32-544"

                 ""      off         550MB        -   10000        -

-

次のクォータルールは、eng1グループのディスクスペースを150MBに制限し、proj1 qtree内のファイル数を
無制限に制限します。
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cluster1::> volume quota policy rule create -vserver vs0 -volume vol2

-policy-name default -type group -target "eng1" -qtree "proj1" -disk-limit

150m

cluster1::> volume quota policy rule show -vserver vs0 -volume vol2

Vserver: vs0               Policy: default           Volume: vol2

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

group  eng1      proj1   off         150MB        -       -        -

-

次のクォータルールでは、vol2ボリューム内のproj1 qtreeのディスクスペースが750MB、ファイル数が75

、000に制限されています。

cluster1::> volume quota policy rule create -vserver vs0 -volume vol2

-policy-name default -type tree -target "proj1" -disk-limit 750m -file

-limit 75000

cluster1::> volume quota policy rule show -vserver vs0 -volume vol2

Vserver: vs0               Policy: default           Volume: vol2

                                               Soft             Soft

                         User         Disk     Disk   Files    Files

Type   Target    Qtree   Mapping     Limit    Limit   Limit    Limit

Threshold

-----  --------  ------- -------  --------  -------  ------  -------

---------

tree   proj1     ""      -           750MB        -   75000        -

-

派生クォータの機能

明示的クォータ（特定のターゲットを指定したクォータ）によってではなく、デフォル
トクォータによって適用されるクォータを、 _derived quota _ と呼びます。

派生クォータの数と場所は、クォータタイプによって異なります。

• ボリューム上のデフォルトツリークォータによって、そのボリューム上のすべてのqtreeに派生デフォルト
ツリークォータが作成されます。
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• デフォルトユーザクォータまたはデフォルトグループクォータによって、同じレベル（ボリュームまたは
qtree ）でファイルを所有するユーザまたはグループごとに、派生ユーザクォータまたは派生グループク
ォータが作成されます。

• ボリューム上のデフォルトユーザクォータまたはデフォルトグループクォータによって、ツリークォータ
もあるすべてのqtreeに、派生デフォルトユーザクォータまたは派生グループクォータが作成されます。

制限やユーザマッピングなどの派生クォータの設定は、対応するデフォルトクォータの設定と同じです。たと
えば、ボリュームに 20GB のディスク制限が適用されるデフォルトツリークォータの場合、そのボリューム
の qtree に 20GB のディスク制限が適用される派生ツリークォータを作成します。デフォルトクォータが追跡
クォータ（制限なし）の場合、派生クォータも追跡クォータになります。

派生クォータを確認するには、クォータレポートを生成します。レポートでは、派生ユーザクォータまたは派
生グループクォータは、ブランクまたはアスタリスク（ * ）のクォータ指定子で示されます。ただし派生ツリ
ークォータにはクォータ指定子が指定されます。派生ツリークォータを特定するには、そのボリューム上で同
じ制限が適用されるデフォルトのツリークォータを探す必要があります。

明示的クォータは、派生クォータと次のように連動します。

• 同じターゲットにすでに明示的クォータが存在する場合は、派生クォータは作成されません。

• ターゲットに明示的クォータを作成する際に派生クォータが存在する場合は、クォータの完全な初期化を
実行する代わりに、サイズ変更によって明示的クォータをアクティブ化できます。

追跡クォータの使用方法

追跡クォータでは、ディスクおよびファイルの使用状況についてレポートが生成され、
リソースの使用量は制限されません。追跡クォータを使用すると、クォータをいったん
オフにしてからオンにしなくてもクォータのサイズを変更できるため、クォータ値の変
更による中断時間が短縮されます。

追跡クォータを作成するには、ディスク制限パラメータとファイル制限パラメータを省略します。これにより
ONTAP は、制限を課すことなく、ターゲットのレベル（ボリュームまたは qtree ）でそのターゲットのディ

スクとファイルの使用状況を監視するようになります。追跡クォータは、の出力に示されます show コマンド
およびクォータレポートのすべての制限にダッシュが表示されます。ONTAPでは、System Manager UIを使
用して明示的クォータ（特定のターゲットを持つクォータ）を作成すると、追跡クォータが自動的に作成され
ます。CLIを使用する場合、ストレージ管理者は明示的クォータの上に追跡クォータを作成します。

また、ターゲットのすべてのインスタンスを環境で管理する _default 追跡 quota_policy_を 指定することもで
きます。デフォルト追跡クォータを使用すると、あるクォータタイプのすべてのインスタンス（すべての
qtree またはすべてのユーザなど）の使用量を追跡できます。また、クォータの変更を有効にする必要がある
場合に、クォータの再初期化ではなくサイズ変更を使用できます。

例

ボリュームレベルの追跡ルールの次の例に示すように、追跡ルールの出力には、qtree、ユーザ、およびグル
ープの追跡クォータが表示されます。
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Vserver: vs0             Policy: default             Volume: fv1

                                      Soft          Soft

                       User    Disk   Disk   Files  Files

Type  Target   Qtree   Mapping Limit  Limit  Limit  Limit  Threshold

----- -------- ------- ------- ------ ------ ------ ------ ---------

tree  ""       ""      -       -      -      -      -      -

user  ""       ""      off     -      -      -      -      -

group ""       ""      -       -      -      -      -      -
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